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ふ
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ラ
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人-ロ
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览
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な
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寧
ろ
こ
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に
お
け
る
住
民
の
國
内
珍
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に
づ
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で
あ
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。
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簿
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八
〇
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。
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け
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翁
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簿
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ヶ
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於
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死

亡
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\
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獲
と
は
平
行
し
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る
。
'死
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率
の
最
大
^
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中
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も
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,此
等
は
必
ず
し
も
戰

&
か
ら
生
じ
た
も
の
で
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な
，い
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一
七
ニ
0
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八 

一
五
S

九
十
辜
間
に
死
亡
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の
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十
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つ
‘て
、
こ
の
制
に
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總
八
ロ
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七
〇
涔
枬
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し
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.

:
か
く
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瑞
典
で
は
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革
命
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に•於

け
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步
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準
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向
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で
な
く
人
口
增
大
な
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。
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又
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ィ
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の
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芬
蘭
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亡
率
の
氷
準
に
靈
す
る
。
か
、
る 

^■
違
は
都
市
の
木
健
康
！
に
載:;
<
-%
の
.
で
、
：；
各
國
の
，
農

村

に

於

け

る

死

亡 

率
に
大
な
る
‘相
違
は
な
い
。
都
市
の
，不
健
康
さ
は
大
部
分
の
み
に
限
ら 

'ず
は
影
小
吹
都
邑
基
雖
屯
同- ^
货
あ
^

^

^

八

ニ

汽
:̂
|

阳

〇

电

に

於

て 

时
四
八
の
人
口
を
持
つ
に
砠ぎ
ぬ

都
邑
の
死
亡
尜
がス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
と

ノ
同

6

せ
_
.
っ
% :
:

か
< -
,
尥

鼠

ー

の

都

邑

笼

次

今

-
產
槳
茶
命
湯
の
持
ち
：
 

■

ぬ
間
題
を
衆
し
て
：_

$
彩

ぬ

¥
 

:
>
-
:

;•
•
:>
.

; 

-

:

ー;.
'

*
業
6
蒙
と
ば
異
々
&
型
_
猶
す
^
勝
素
^

满
«
め
發
廣
を
支
配
す 

ベ
き
も
の
で
あ
る
が
、
乾
業
革
命
以
前
に
は
興
が
無
視
し
得
べ
き
枵
の
規

.

. 

»-
艰
澳
わ
れ
^

場
合
ー
に
於
歡
^

^

へ̂

^
出
來
ぬ
窜
黑
ボ
し̂

い
を
^
產
：
 

業
^
^
1
2
^
^
て
新
.|
>
い
_
害
が
^ '
池

名

れ

：
た
の
：：で

な

ぐ

、
反

對

に

諸

國

.

\
ま

聆

て^ |
い

間

進

行;̂
奪

ぃ

先

弊

_

が

、
'
;
:
近

^

^

の
：樣

相

を

變

化

せ

.
し 

:む
ぞ
ぎ
新
勢
カ
の
敷
響
の
摩
羝
湔
例
の
な
ル
大
い
含
ぬ
遙
成
#
-
た
の
で

. 

fe
-
る
。
以
上
の
如
き
論
述
に
は
新
し
：
i
4:
の
ば
何
も
な
い
。
：そ̂
は
^
ラ 

ツ
パ
ム
や
ア
シ
ュ
ト
ン
の
主
張
と

1

致

す

る

も

の

，で

あ

る

O
C
新

梅

，
博

)

編

集

後

記

一
九
孔
 

一
/ -

小
も
惚
忙
の
屮
に
す
ぎ
、
わ
れ
わ
れ
は
一
ー
十
佌
紀
後
半
の
ニ
半

！
=
 

を
迎
え
た
。
す
べ
て
の
人
々
が
茁
大
な
關
心
を
ょ
せ
て
い
た
對
！：

1
講
和
倐
約
は
、
 

ァ
、ジ
ャ
諸

_

の
不
安
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
衆
の
全
而
講
和
へ
の
熱
紫
を
一
片 

の
沙
想
と
し
て
ほ
お
む

U

、
强

O M

に
締
結
さ
れ
た
。
し
か
も
、

"股
煤
の
子
グ 

ら
の
悲
疬
な
訴
え
と
い
き
ど
お
り
を
ょ
そ
に
、

/
|£
1

衞
の
た
め
の

W

取
備
グ
は 

ま
こ
と
し
や
か
に
と
な
え
ら
れ
ヽ
ま
た

^

ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
は
こ
れ
に
乘
じ
て

-|
»
 

論
を
統
一
の
方

，
H

に
み
ち
び
こ
う
と
し
て
必
死
で
あ
る
。

球
に
わ
れ
わ
れ
於
い

^

徙
を
失
紫

.
3

せ
た
砠
^

は
去
る
十
月
十
九
日
、
，笫
十 

ー
间
1
!
:本
學
術
龠
議
に
お
い
て
、
務
凝
敎
授
匕
の

「

講
和
倐
約
調
印
に
際
し
て 

の
弊
明

j

が
、
九
三
對
五
六
を
も
っ
て
两
決
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

「

人
類
平 

和
の
た
め
に
戰
氓を

：：：：

的
と
す
る
科
舉
の
硏
究
に
絕
對
に
從
わ
ぬ」

と
缂
明
す 

る
こ
と
が
、
來
し
て
科
學
者
の
炎
心
に
も
と
る
行
動
な
の
で
あ
ろ
う
か

o

そ
の 

现
山
が
职
に

r

政
治
的
で
あ
る
か
ら

j

と
い
う
な
ら
ば
、
平
和
へ
の
叫
び
が
恐 

想
も
衆
敎
も
そ
し
て
坆
族
を
も
こ
え
て
金
人
风
の
缂
と
な
つ
て
い
る
今
闩
、
そ 

れ
は
现
货
か
ら
の
逃
避
で
あ
り
、
卑
朋
か
沈
默
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

思
ぇ
ば
社
會
科
ゆ
者
が
今

0
:
ほ
ど
愼
煎
に
し
か
も

.].
-
4
心

的

に/|
-
:
き

る

こ

と

を
 

翦
求
さ
れ
て
い
る
時
代
は
あ
る
ま
い

o

だ
が
そ
の
た
め
に
は
彼
は
眞
.實
へ
の
强 

い
愛
情
と
心
の
純
粹
さ
と
、
そ
し
て
何
ょ
り
も
た
え
ま
な
い
勇
氣
と
を
必
诞
と 

す
る
。
新
し
い

/ *

や
を
迎
え
る
に
っ
け
、
前
途
の
阐
難
を
想
い
こ
の
ょ
う
に
感
ず 

る
の
は
ひ
と

U

纸
者
の
み
で
は
あ
る
ま
い
。
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